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主な内容　p2-3稲敷市の復旧・復興、p4-5災害支援・放射線情報、
p6-9みんなでこの夏を乗り切ろう、p10-11介護保険料について、
p12国保税賦課限度額の引上げ、p15児童扶養手当、p16青少年
名作映画会、p24稲敷バラエティ、p25社協のひろば　など

表紙　稲敷市復興に向けての支援対策
「スーパープレミアム商品券」が、稲敷市
商工会の各所で販売されました。（写真：７

月３日、稲敷市商工会本所）
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旧
が
概
ね
完
了
し
た
４
月
上

旬
に
は
、
液
状
化
被
害
の
認

定
な
ど
に
向
け
た
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

５
月
に
は
、「
り
災
証
明
」の

液
状
化
認
定
の
拡
大
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
液
状
化
被
害

と
と
も
に
、
本
市
の
最
大
の

被
害
で
あ
る
農
業
被
害
な
ど

の
要
望
活
動
を
展
開
し
、

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

着
実
に
今
回
の
被
害
の
実
情

に
あ
っ
た
支
援
拡
大
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
被
災
さ
れ
た
方
々
に
最

大
限
の
支
援
を
・
・
・

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
本
市
の
被
害

は
、
直
接
的
な
施
設
被
害
だ
け

で
も
１
０
０
億
円
を
超
え
る
規

模
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
な
ど
の
『
補

助
金
制
度
の
活
用
』
と
と
も
に
、

既
存
の
支
援
制
度
に
は
無
い
被

稲敷市の復旧、　そして復興へ！

区分 補正予算（単位：千円）

道路設備 950,000
上水道関係 352,443
下水道関係 1,337,000
学校関係 20,575
農業関係 513,970
その他公共設備 6,798
合　計 3,180,786

６月の定例議会で可決された
災害復旧関係の追加予算

　《３月 11日》
東日本大震災の発生 ▼応急復旧完了　▼国への要望活動　▼本復旧補正予算　▼費用概要把握

　　　▼本復旧作業準備　▼国の補助金査定　▼本復旧工事着手

《３月 11日より前》
多くの課題などはあったが、　　　　　

安心して暮らしていた稲敷市

《４月》　　　《５月》　　　《６月》　　　《７月》　　　《８月》　　　　　　　　　　　　《９月》
　（仮称）復興ビジョンの策定・公表
本復旧と合わせて、復興への取組を開始

　　　《概ね２年後》
本復旧が概ね完了し、
震災前の稲敷市に再生

　《３月 11日》
東日本大震災の発生 ▼応急復旧完了　▼国への要望活動　▼本復旧補正予算　▼費用概要把握

　　　▼本復旧作業準備　▼国の補助金査定　▼本復旧工事着手

《３月 11日より前》
多くの課題などはあったが、　　　　　

安心して暮らしていた稲敷市

《４月》　　　《５月》　　　《６月》　　　《７月》　　　《８月》　　　　　　　　　　　　《９月》
　（仮称）復興ビジョンの策定・公表
本復旧と合わせて、復興への取組を開始

　　　《概ね２年後》
本復旧が概ね完了し、
震災前の稲敷市に再生

　　　《概ね５年後以降》
災害を乗り越え、
新たな稲敷市の創出

　　　《概ね５年後以降》
災害を乗り越え、

新たな稲敷市の創出

▲農林水産省の査定を受けている災害現場

段
階
に
あ
り
、
地
震
発
生
直
後

か
ら
全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
だ

応
急
復
旧
が
概
ね
完
了
し
、
ま

た
、
被
災
者
の
生
活
再
建
の
基

本
と
な
る
「
り
災
証
明
書
」
の

発
行
が
一
段
落
の
状
態
で
各
種

施
設
な
ど
を
震
災
前
の
状
態
に

戻
す
本
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い

る
段
階
で
す
。

　
現
在
の
本
復
旧
に
当
た
っ
て

は
、
国
な
ど
の
補
助
金
制
度
を

活
用
す
る
た
め
、
補
助
金
制
度

を
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
省
庁
の
各

部
局
の
『
査
定
』
と
呼
ば
れ
る

認
定
内
容
の
確
認
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
の
定
例
議
会
に

お
い
て
も
、
本
復
旧
に
係
る
補

正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の

■
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

復
旧
な
ど
の
段
階
は
、
道
路
や

上
下
水
道
な
ど
の
施
設
を
中
心

に
、震
災
前
の
状
態
に
戻
す「
復

旧
」
の
段
階
と
、
地
域
経
済
や

人
々
の
生
活
な
ど
を
中
心
に
、

震
災
前
以
上
の
賑
わ
い
な
ど
を

創
出
す
る
「
復
興
」
の
段
階
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

▼
ま
ず
は
震
災
前
の
状
態

に
戻
す
た
め
に

【
復
旧
へ
の
取
り
組
み
】

現
段
階
の
稲
敷
市
は
、
復
旧
の

で
、
早
く
着
手
で
き
る
も
の
で

は
、
７
月
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い

く
予
定
で
す
。

▼
震
災
を
乗
り
越
え
新
た
な

稲
敷
市
を
創
出
す
る
た
め
に

【
復
興
へ
の
取
り
組
み
】

現
在
、
本
復
旧
作
業
は
、
で
き

る
も
の
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す

が
、
国
の
補
助
金
制
度
に
よ
る

補
助
率
な
ど
の
全
容
が
見
え
て

く
る
の
が
本
年
の
９
月
頃
の
見

通
し
で
、
市
独
自
の
持
ち
出
し

金
額
（
歳
出
）
も
こ
の
時
点
で
見

え
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、９
月
を
目
途
に
、本

市
の
復
興
に
当
た
っ
て
の
指
針

と
な
る
「（
仮
称
）
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
」を
策
定
し
、今
回
の
震
災
を

乗
り
越
え
、
震
災
前
以
上
の
賑

わ
い
な
ど
、
新
た
な
稲
敷
市
を

創
出
す
る
た
め
の
復
興
に
向
け

た
様
々
な
取
り
組
み
を
複
数
年

に
渡
り
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
概
ね
今
年
９
月

か
ら
を
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
を
展
開
す
る
一
つ
の
区
切
り

と
し
、
年
度
内
で
も
取
り
組
め

る
復
興
事
業
な
ど
に
着
手
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
稲
敷

市
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
成
し
得
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

▲災害復興イベント（ショッピングセン
ター「アピタ」にて） 

本市の被害状況を踏まえた、きめ細やかな
市独自の被災者支援へ

国などの支援の最大限活用

本市の災害被害に対
する復旧・復興に必
要な費用

国 な ど の 補
助 金 制 度 の
活用

国などへの要
望活動による
支援拡大

▲状況把握のため、市民の方々のご意見を聞きなが
ら災害現場を確認

害
に
つ
い
て
は
、『
国
な
ど
へ

要
望
活
動
』
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
国
な
ど

の
支
援
を
最
大
限
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
市
の
被
害
状
況

を
踏
ま
え
た
市
独
自
の
『
き
め

細
や
か
な
被
災
者
支
援
策
』
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

▼
国
の
補
助
金
制
度
の
活

用国
の
補
助
金
制
度
は
、
国
の
各

省
庁
の
、
さ
ら
に
細
か
い
部
局

ご
と
に
別
れ
て
い
る
た
め
、
市

の
窓
口
も
異
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
調
整
し
、
１
日
で

も
早
い
復
旧
を
図
る
た
め
、
市

内
部
に
復
旧
を
促
進
す
る
セ
ク

シ
ョ
ン
を
５
月
か
ら
新
設
し
、

『
円
滑
』
か
つ
『
迅
速
』
な
復
旧

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
国
な
ど
へ
の
要
望
活
動

今
回
の
災
害
の
特
徴
的
な
被
害

の
一
つ
と
し
て
、
液
状
化
被
害

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
液
状
化
被

害
に
対
し
て
は
、
支
援
す
る
た

め
の
認
定
基
準
な
ど
が
皆
無
の

状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
応
急
復

▶
松
本
防
災
担
当
大
臣
へ
の
要
望
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■ 国税に関する期限などの延長
東日本大震災の発生に伴い、3月11日以降に到来する国
税に関する申告、申請、納付などの期限が延長されていま
したが、延長後の期限は7月29日（金）となります。
　なお、大震災で被害を受けたことにより、7月29日まで
に申告、納付ができない方については、個別に所轄税務署

東日本大震災により避難されている方に、
避難元の県や市町村からの各種通知や情
報提供などを行うためには、避難者の現
所在地などの把握が必要です。
　そこで、総務省では各都道府県や各市
町村と連携し、右図「全国避難者情報シ
ステム」を構築しています。
　稲敷市でも、避難者に関する情報の提
供を受け付けています。生活環境課まで
お問い合わせください。
●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）

tel.029-892-2000（内線4404）

●総務省ホームページ
http://www.soumu.go.jp/

長に申請を行うことにより、さらに期限を延長できます。
　また、7月29日までに所得税や消費税の申告書を提出
した個人の方の平成22年分の確定申告にかかる振替納付
日は、8月31日（水）となります。
●竜ケ崎税務署　tel.0297-66-1303
■ 保険税の減免措置
国民健康保険税および後期高齢者医療保険料の減免措置に
ついては、p12を参照してください。

東日本大震災により被害を受けた堤防
など、応急復旧に全力で取り組んでき
ました。
　しかし、堤防内部に目に見えないク
ラックや空洞がある場合があります。こ
のため、降雨や大雨に伴う河川の水位
上昇によって、「漏水」・堤防のすべりに
伴う「破堤」が発生する恐れがあります。
　霞ヶ浦沿川・利根川沿川にお住まい
の方には、防災意識を高めていただき、
防災情報や避難に関する情報を確認し

てください。
■ 防災情報
◇川の防災情報
パソコン用　http://www.river.go.jp
携帯電話用　http://i.river.go.jp
◇霞ヶ浦河川事務所HP
http://www.ktr.mlit.go.jp/kasumi/
◇利根川下流河川事務所HP
http://www.ktr.mlit.go.jp/tonege/
◇国土交通省　水文水質データベース
http://www1.river.go.jp

■ 異常発見時には通報を
被害があった堤防は、復旧工事を行い
ましたが、万が一、堤防や水門付近か
ら水が染み出しているなどの異変を発
見した場合は、下記までご連絡をお願
いします。
●霞ヶ浦河川の堤防について
国土交通省霞ヶ浦河川事務所調査課　
tel.0299-63-2415
●利根川の堤防について
国土交通省利根川下流河川事務所防災
対策課　tel.0478-52-6365

＊豪雨時の河川付近にご注意を

＊税金関係

＊全国避難者情報システム

6月20日から、当面1年間、高速道路
の一部が「被災証明書（原本）」または

「り災証明書（原本）」を提示することに
より無料化されました。
　それに伴い、稲敷市においても被災
証明書を発行しています。なお、り災
証明書の原本を所有している方は、被

災証明書は必要ありません。
▽該当者：平成23年3月11日現在で
住民登録があった者　▽申請窓口：江
戸崎・新利根・東の各総合窓口課、桜
川庁舎の市民課　▽必要なもの：被災
証明願書（申請窓口にあります）　▽料
金：無料

※高速道路無料区間および利用方法に
ついては、NEXCO 東日本のホームペ
ージ（http://www.e-nexco.co.jp/）また
はお客さまセンター（tel.0570-024-

024）でご確認ください。
●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）　
tel.029-892-2000（内線4403・4404）

＊被災証明の申請・発行 災害支援・放射線情報災害支援・放射線情報

避難先の都道府県 避難前にお住まい
の市区町村避難先の市区町村

避難されている方

市区町村から提供された
情報をさらに集約、整理
して避難元の市区町村と
情報を共有

避難者が受けられる情報
・国民健康保険証の再発行
・税や保険料の減免、猶予、
  期限延長など

提供していただく情報
氏名、生年月日、性別、
避難前の住所、避難先
の情報

◇参考　暫定規制値＝放射性ヨウ素
300ベクレル/kg 、放射性セシウム
200ベクレル/kg
※水道水の放射性ヨウ素が100ベ
クレル/Kg を超える場合には、乳児
用調製粉乳を水道水で溶かして乳児
に与えるなど、乳児による水道水の
摂取を控えることとされています。
●稲敷市水道局　tel.029-892-42
55

空気中の放射線測定

水道水の放射性物質測定

その他の放射線測定

◇測定位置　各庁舎駐車場（地表1メートル）　◇測定値：一日の平均値
◇参考　文部科学省が示している3.8マイクロシーベルト／時を十分に下回っており、健康に影響のでるレベルではあ
りません。　※世界の一人あたりの自然界からの年間放射線＝2,400マイクロシーベルト（世界平均）／日本の一人あ
たりの自然界からの年間放射線＝1,480マイクロシーベルト（全国平均）／出典：資源エネルギー庁　原子力2010
●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）　tel.029-892-2000（内線4400・4405）

縦軸：放射線測定値
　　　（マイクロシーベルト／時）
横軸：測定日付
折線：■＝江戸崎庁舎、■＝桜川庁舎
　　　■＝新利根庁舎、■＝東庁舎

不検出（5.0未満）などとあるのは、その検体の検出できる最小値が5.0/kg
であり、放射性物質濃度は5.0/kg 未満であることを意味します。

上記のほか、学校のプール周辺と幼小中学校の測定（毎週月曜日）、市内体育施設の測定（毎週水曜日）を行っております。
※測定日は変更する場合があります。測定値は、稲敷市ホームページで掲載しています。
パソコン用　http://www.city.inashiki.lg.jp/　　　モバイル用　http://www.city.inashiki.lg.jp/mobile.php
●学校・プールの測定＝稲敷市教育総務課／学校教育課（新利根庁舎）　tel.029-892-2000（内線3500・3600）

●市内体育施設の測定＝稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）　tel.029-892-2000（内線3707）

採水日 放射性ヨウ素
（ベクレル/kg）

放射性セシウム（ベクレル/kg）
セシウム134 セシウム137

5 月25 日（※） 不検出（8.5未満） 不検出（4.8未満） 不検出（4.9未満）
5 月25 日 不検出（7.8未満） 不検出（5.4未満） 不検出（5.2未満）
6 月1 日 不検出（8.1未満） 不検出（5.2未満） 不検出（4.3未満）
6 月8 日 不検出（7.9未満） 不検出（4.6未満） 不検出（4.7未満）
6 月15 日 不検出（6.2未満） 不検出（4.2未満） 不検出（4.5未満）
6 月22 日 不検出（4.7未満） 不検出（4.0未満） 不検出（5.1未満）

0.30

0.15

0.20

0.25

5/24 25 31 6/1 2 3 7 8 9 10 14 16 17 21 23 24

（※）新利根簡易水道井戸で測定
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節
電
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
元
企
業
「
株
式
会

社
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
」
さ
ん
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
節
電
対
策
の
取
り
組
み

昨
年
の
契
約
電
力
の
15
％
削
減

を
目
標
に
、
３
月
か
ら
順
次
節

電
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　
照
明
を
つ
け
る
の
は
必
要
な

場
所
だ
け
と
い
う
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
を

集
約
化
す
る
こ
と
に
よ
る
使
用

＜SHOEI の節電取り組み事例＞
取組み項目 節電効果

蛍光灯の間引き（430灯） 51.3Kw
水銀灯削減（120灯） 41.0Kw
夜勤体制 97.4Kw
電気温水器停止 10.4Kw
エアコン停止 14.9Kw
待機電力削減 6.2Kw
その他計画中 36.5Kw
　　合計 257.7Kw

葦
よ し ず

簀で窓を覆い冷房効果UP

エ
ア
コ
ン
の
制
限
や
蛍
光
灯
の

削
減
、
勤
務
体
制
を
変
更
し
電

力
消
費
の
高
い
昼
間
か
ら
夜
間

へ
の
電
力
使
用
の
移
行
を
図
る

な
ど
、
で
き
る
限
り
の
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　
弊
社
で
は
、
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
上
か
ら
下
に
指
示
を
出

す
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、

各
現
場
か
ら
で
き
る
節
電
対
策

の
ア
イ
デ
ア
を
挙
げ
て
も
ら
っ

て
実
行
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の

形
を
採
っ
て
い
ま
す
。そ
う
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
達
で
で

き
る
こ
と
を
各
現
場
で
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
も
う
と
い
う
体

制
が
で
き
、
よ
り
効
果
的
な
節

電
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

株式会社SHOEI…稲敷市羽賀に茨城工場を置く
２輪ヘルメットメーカー。東京に本社、岩手県に
岩手工場がある。茨城工場の従業員数は186人。
　参考：http://www.shoei.com

節
電
へ
の
取
り
組
み

　
既
に
実
施
し
て
い
る
取
り
組

み
と
、
消
費
電
力
の
少
な
い

L
E
D
電
球
へ
の
切
り
替
え
な

ど
の
現
在
計
画
中
の
取
り
組
み

を
合
わ
せ
て
、
茨
城
工
場
だ
け

で
合
計
２
５
７・7
K
w
（
昨
年

夏
比
25
％
減
）の
電
力
削
減
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
電
気
の
使
用
量
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
６
月
中
に
導
入
し
、

蛍光灯ごとにスイッチを付け
て不要な場所は照明OFF

蛍光灯を間引いて必要最低限に

消費電力の多い水銀灯からLED
電球へ交換を予定

エアコン室外機に取り付けた
自作の散水機

更
な
る
節
電
対
策
を
図
る
予
定

で
い
ま
す
。

■
節
電
対
策
コ
ス
ト

費
用
は
ほ
と
ん
ど
か
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。エ
ア
コ
ン
の
室
外
機

に
設
置
し
た
散
水
機
や
、
蛍
光

灯
毎
に
取
り
付
け
た
ス
イ
ッ
チ

な
ど
、
全
て
を
手
作
り
で
賄
っ

て
い
る
の
で
、
材
料
費
の
み
で

実
施
で
き
て
い
ま
す
。会
社
の

方
針
で
、
以
前
か
ら
何
で
も
自

分
達
の
手
で
作
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
の
で
、
余
計
な
費

用
を
か
け
ず
に
使
い
や
す
い
物

を
作
る
事
は
難
し
い
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
節
電
も
改
善
の
一
環

弊
社
で
は
2
か
月
に
１
度
、
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
招
い
て

●室温は 28° C を目安に高めの設定
●「すだれ 」や「よしず」などの活用
●扇風機の活用

※エアコンの控え過ぎによる熱中症
などにご注意ください

○打ち水をする
○気温に合わせた衣服の 
　調整
○早寝早起き

エアコン

●設定温度を「強」→「中」へ変更
●物を詰め込みすぎない
●扉の開け閉めは、 短く、少なく

冷蔵庫

3月11日に発生した東日本大震災による福島第一原子力発
電所の事故により電力不足が懸念されているため、夏場の
電力不足を乗り切る節電対策が必要になっています。
　夏の電力需要のピークは、暑さの厳しい昼間の時間帯で
す。ピーク時間の電力消費の内訳はエアコンが約1/2を占
めています。エアコンの使い方が節電のポイントです。

照明・その他
電気製品

ー節電アイデアー 

ライフスタイルの工夫

みんなでこの　　を乗り切ろう！

 温水洗浄便座 0.8％ 
パソコン 0.3％

その他 
10％

冷蔵庫
23％

エアコン
53％

 

●こまめな消灯
●長時間使用しない機器のコン   
   セントを抜く
●扉の開け閉めは、 短く、少なく

改
善
会
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

社
員
は
常
に
「
改
善
」
を
意
識

し
て
い
る
の
で
、
今
回
の
節
電

対
策
に
関
す
る
取
り
組
み
は
私

達
に
と
っ
て
大
変
特
別
な
も
の

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
改
善

の
一
環
で
す
。こ
の
節
電
対
策

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
恒
久
的

な
改
善
効
果
が
期
待
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
15
％
の
節
電
は
簡
単
な
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
員
に
は

「
根
性
で
乗
り
切
る
つ
も
り
は

な
い
、
ア
イ
デ
ア
で
こ
の
夏
を

乗
り
切
ろ
う
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

（
こ
の
取
材
は
６
月
14
日
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。）

今回お話を伺った
（株）SHOEI の鶴見工場長と大久保総務課長

夏
節電にご協力お願い致します

25% 減

■　最大電力

ー　契約電力（948Kw）

ー　使用制限（803Kw）

ー　抑制目標（765Kw）

2009年 2010年

2 （月）8 12106421210864

夏の日中
（午後2時頃）の

消費電力
（全世帯平均）

出典：資源エネルギー庁推計
※数値は最大需要発生日を想定
※端数処理の関係で合計は100になりません

　　〜東京電力より市民の皆様へ〜
東北地方太平洋沖地震の影響に伴う福島第一原子力発電所の事故、および放射性物質の放出や、電気の供給力不足など、お客
様、地域の皆様に大変なご心配とご迷惑をおかけしていることを深くお詫び申し上げます。
　現在、 原子力発電所の事故などの一日も早い収束と、電気の供給力確保に向けて全力を挙げて懸命に取り組んでおります。
　皆様には大変なご不便とご迷惑をおかけいたしますが、 引き続き、節電へのご協力をお願い申し上げます。
　　　節電に関するご質問・お問い合わせ：東京電力茨城カスタマーセンター　　☎0120-995-332

最大電力　
1,022Kw



熱中症にご注意ください！

市内の熱中症搬送人数（平成22年）
平成22年6月〜10月　　稲敷広域消防本部調べ　

■筋肉痛や大量の発汗、吐き気や倦怠感、意識障害も
高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調整機能がうまく働かないことにより、体内に熱
がたまり、筋肉痛や大量の発汗、さらには吐き気や倦怠感などの症状が現れ、重症になると意識障害などが起こります。
■急に暑くなった日は特に注意！
気温が高い、湿度が高いなどの環境条件と、体調が良くない、暑さに体がまだ慣れていないなどの個人の体調による影
響とが組み合わさることにより、熱中症の発生が高まります。
■室内にいる時も注意が必要！
屋外で活動しているときだけでなく、就寝中など室内で熱中症を発症し、救急搬送されたり、不幸にも亡くなられたり
する事例が報告されています。

■水分・塩分補給
○こまめな水分・塩分の補給　※高齢者、障害児・障害者の方は、のどの渇きを感じなくても、こまめに水分補給を。
■体調に合わせた取り組み
○こまめな体温測定　（特に体温調整が十分でない高齢者、障害児・障害者、子ども）

○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用
○保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却
■熱中症になりにくい室内環境
○扇風機やエアコンを使った温度調整　　　○こまめな室温確認
○室温が上がりにくい環境の確保　 （こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など）
■外出時の準備
○日傘や帽子の着用　　　　○日陰の利用、こまめな休憩　　　　○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用

軽 度 度度重 度

●めまい
●立ちくらみ
●筋肉痛
●汗がとまらない

●頭痛
●吐き気
●体がだるい（倦怠感）
●虚脱感

●意識がない
●けいれん
●高い体温である
●呼びかけに対し返事がおかしい
●まっすぐに歩けない、走れない

熱中症を疑う症状の有無

①涼しい場所への避難

②脱衣と冷却

③水分・塩分の補給

救急隊を要請

①涼しい場所への避難

②脱衣と冷却

⑤医療機関へ搬送

意識がない

意識はある

意識の確認

摂取できるか
水分を自力で

呼びかけに対し
返事がおかしい

水分を自力で
摂取できない

水分摂取できる
回復しない場合は医療機関へ

有

中 度

屋内

屋外
22 件

15 件
（41％）

（59％）

＜月別発生件数＞ ＜年代別＞＜男女別＞＜場所別＞

男性

女性

24 人

13 人

（65％）

（35％）

0

5

10

15

20

25

１０月９月８月７月６月

３件

10件

21 件

0件

３件

0 1 2 3 4 5 6 7 8

庭

河川

道路

運動中

作業中

１件

2件

2件

7件

6件

70代

80代

60代

90代

50代

40代
（６人）

（６人）

（9人）
（5人）

（3人）

（2人）

（1人）

（2人）
10代

20代

30代
（3人）

10歳未満
（0人）

ピークは８月！しかし６月から要注意 60代以上の方の発症が多くなっています意外と多い！屋内での発症件数 作業中、運動中は適度な休憩を取りましょう

＜特定できた場所＞

熱中症とは・・・

熱中症の予防法

こんな症状があったら熱中症を疑いましょう！

熱中症になったときには

※環境省のリーフレットを元に作成

※環境省のリーフレットを元に作成

広報稲敷 平成23年7月号　89　広報稲敷 平成23年7月号



広報稲敷 平成23年7月号　1011　広報稲敷 平成23年7月号

介護保険料の特別徴収（年金からの天引き）は、収入の変動な
どがあると年6回ある納期の仮徴収額と本徴収額で、ばら
つきが出てしまいます。そのような方につきましては、年
間を通じてできるだけ均等な額となるように8月の徴収額
を変更します。

●稲敷市高齢福祉課（新利根庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 3254）

介護保険料の「特別徴収」納付額を平準化
年間を通じてできるだけ均等な額となるように

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
は
、
年
６
回

あ
る
納
期
の
前
半
を
仮
徴
収
、

後
半
を
本
徴
収
と
し
て
納
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。し
か

し
、
収
入
の
変
動
な
ど
が
あ
る

と
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
で
、

ば
ら
つ
き
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
年
間
を
通
じ
て
で
き
る
だ

け
均
等
な
額
と
な
る
よ
う
に
８

月
の
徴
収
額
を
変
更
し
ま
す
。

「
平
準
化
」と
は
？

４
月
・
６
月
・
８
月
の
仮
徴
収

額
は
、
原
則
、
前
年
度
２
月
の

□ 平準化しない場合（変更前）

前半と後半で保険料額のばらつきが続きます。

□ 平準化する場合（変更後）

8月の額を調整することにより、10月以降の保険料および次年度の保険料の均等化
が図れます。（次年度に所得の変動があった場合を除く）

※平準化当初は、8月の額が他の額より大きくなる場合があります。

【参考例】所得段階が第4段階の方（年額37,500円）の場合

額
と
同
額
に
な
り
ま
す
が
、
収

入
の
変
動
な
ど
で
仮
徴
収
額
と

本
徴
収
額
の
差
が
図
１
の
よ
う

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
方
が
い

ま
す
。こ
の
ま
ま
仮
徴
収
を
行

う
と
次
の
１
年
間
の
保
険
料
額

も
前
半
（
仮
徴
収
）
と
後
半
（
本

徴
収
）
で
図
２
の
よ
う
に
偏
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
１
年
間
を
通
じ
て

保
険
料
額
が
で
き
る
だ
け
均
等

に
な
る
よ
う
図
３
の
よ
う
に
８

月
の
徴
収
額
を
変
更
調
整
し
、

10
月
以
降
の
特
別
徴
収
に
お
け

る
保
険
料
の
平
準
化
を
図
３
、

図
４
の
よ
う
に
図
り
ま
す
。

所得段階 対象者 保険料率 保険料（年額）
平成21〜23年度

第1段階
・生活保護を受給している人
・世帯全員が住民税非課税で、老齢福
祉年金を受けている人

基準額×0.5 18,700円

第2段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の
所得合計金額＋課税年金収入額が
80万円以下の人

基準額×0.5 18,700円

第3段階 世帯全員が住民税非課税で、第2段
階以外の人 基準額×0.75 28,100円

第4段階 世帯の誰かに住民税が課税されてい
るが、本人は住民税非課税の人 基準額 37,500円

第5段階 本人が住民税課税で、前年の合計所
得金額が200万円未満の人 基準額×1.25 46,900円

第6段階 本人が住民税課税で、合計所得金額
が200万円以上の人 基準額×1.5 56,300円

介
護
保
険
料
は
充
実
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
貴
重
な

財
源
で
す
。

保
険
料
は
、
稲
敷
市
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画（
平
成
21
～
23

年
度
）
の
中
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
る
費
用
な
ど
の
推
計
値

に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
方
の
人

介
護
保
険
料
の
支
払
い

方
法

支
払
い
方
法
は
、｢

特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）｣

と「
普
通
徴
収
」

が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
、
年
金
の
受

給
額
に
よ
っ
て
納
め
方
が
法
律

で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。納
め

方
を
個
人
で
選
ぶ
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
市
か
ら
の
通
知
に

し
た
が
っ
て
、
決
め
ら
れ
た
方

法
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
・
退

職
年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
を
受
給
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、

原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
と
な
り
ま
す
。（
老
齢
福
祉

年
金
、
恩
給
な
ど
は
天
引
き
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
）

　
な
お
、
特
別
徴
収
の
平
準
化

に
つ
い
て
は
、
左
ペ
ー
ジ
（
Ｐ

11
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□ 

次
の
よ
う
な
方
は
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

1 

新
た
に
65
歳
に
到
達
し
た

方2 

年
度
途
中
に
他
市
町
村
か

ら
転
入
さ
れ
た
方

3 

複
数
の
年
金
の
合
計
が
18

介護保険の財源は、保険料と公費がそれぞれ半分ずつ負担
しています。
　このうち65歳以上の人（第1号被保険者）が保険料の費用
全体の20％、40歳～ 64歳の人（第2号被保険者）が30％
を負担し、社会全体で制度を支える仕組みになっています。

●稲敷市高齢福祉課（新利根庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 3254）

65歳以上のみなさまへ
大切です！あなたの介護保険料

口
、
所
得
段
階
別
人
数
割
合
の

見
込
数
な
ど
か
ら
基
準
額
お
よ

び
保
険
料
率
を
設
定
し
て
い
ま

す
。（
表
参
照
）

　
ま
た
、
個
々
の
保
険
料
算
出

方
法
は
、
毎
年
度
、
本
人
と
世

帯
員
の
住
民
税
課
税
状
況
に
応

じ
て
賦
課
決
定
さ
れ
ま
す
。

万
円
以
上
で
も
天
引
き
対
象
と

な
る
年
金
が
18
万
円
未
満
で
あ

る
方

4 

現
況
届
の
未
提
出
に
よ
り
、

年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら

れ
て
い
る
方

5 

他
の
年
金
と
の
併
給
調
整

に
よ
り
、
特
別
徴
収
対
象
年
金

の
一
部
、
も
し
く
は
全
額
が
停

止
さ
れ
て
い
る
方

6 

年
金
権
を
担
保
に
供
し
て

い
る
方

■ 

普
通
徴
収

特
別
徴
収
以
外
の
方
は
、
市
か

ら
送
付
さ
れ
て
く
る
納
付
書
や

口
座
振
替
で
、
納
期
限
ま
で
に

金
融
機
関
な
ど
を
通
じ
て
保
険

料
を
納
め
ま
す
。

□ 

普
通
徴
収
の
方
に
は
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。

保
険
料
の
納
付
書
、
預
金
通
帳
、

印
鑑
（
通
帳
の
届
出
印
）
を
持
っ

て
、
市
指
定
の
金
融
機
関
の
窓

口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

4 月 6 月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 1平成 23 年度

8,300 円

4,200 円

年額 37,500 円

4 月 6月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 2平成 24 年度

8,300 円

4,200 円

年額 37,500 円

4 月 6月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 3平成 23 年度

年額 37,500 円

6,300 円

4,200 円

10,200 円

4 月 6月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 4平成 24 年度

年額 37,500 円

6,300 円6,300 円 6,000 円

65歳以上の保険料
20％

40歳〜64歳の保険料
30％

国　25％

茨城県　12.5％

稲敷市　12.5％

▽ 在宅の場合の内訳
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国
保
税
賦
課
限
度
額
の
引
上
げ

　

市
の
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

国
の
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

市
の
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。（
平

成
23
年
度
か
ら
適
用
）

　
国
保
税
の
内
訳
は
、
医
療
保

険
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、

介
護
保
険
分
の
３
項
目
か
ら
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

で
賦
課
限
度
額
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保

険
係
（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

４
６
０
５
・
４
６
０
７
）

保
険
料
の
減
免
と
一
部
負
担
金
の
免
除

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

　

障
害
児
の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す

難
病
患
者
支
援
制
度

　

難
病
患
者
と
保
護
者
を
支
え
る
制
度
で
す

■ 

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
を

免
除

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災

さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
国
民
健

康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
が
申
請
に
よ
り
減

免
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
の
方
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

の
支
払
い
が
免
除（
所
得
制
限
な

し
）さ
れ
ま
す
。

□ 

免
除
・
減
免
の
対
象
者

り
災
証
明
書
で
全
壊
、
大
規
模

半
壊
、
半
壊
の
方　
※
ア
パ
ー

ト
な
ど
の
借
家
も
対
象

□ 

申
請
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
、り
災
証
明
書
、印
鑑

□ 

受
付
窓
口

保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）
お
よ
び
各

庁
舎
の
総
合
窓
口
課

●
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）

障
害
児
を
介
護
し
て
い
る
保
護

者
と
そ
の
家
族
の
精
神
的
、
身

体
的
労
苦
に
報
い
、
そ
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

■ 

支
給
対
象

心
身
に
障
害
の
あ
る
在
宅
の
20

歳
未
満
の
障
害
児
を
介
護
し
て

い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
。な

お
、
稲
敷
市
在
住
の
方
に
限
り

ま
す
。

■ 

障
害
の
程
度

1 

療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
・

Ｂ
程
度
の
知
的
障
害
の
方
。

2 

身
体
障
害
の
程
度
が
身
体

障
害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
１
～

３
級（
内
部
的
疾
患
含
む
）の
方
。

ま
た
は
、
４
級
に
該
当
す
る
障

害
の
う
ち
、
下
肢
に
障
害
の
あ

る
方
。

3 

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
１

級
、
２
級
に
該
当
す
る
と
認
め

ら
れ
た
方
。

※
た
だ
し
、
障
害
児
福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
受
給

難
病
患
者
の
方
の
闘
病
と
そ
の

保
護
者
の
方
の
労
苦
に
報
い
る

た
め
の
支
援
制
度
で
す
。申
請

に
基
づ
き
、
市
が
決
定
し
て
支

給
し
ま
す
。

■ 

支
給
対
象

稲
敷
市
に
在
住
し
、
茨
城
県
よ

り
発
行
さ
れ
た
「
一
般
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
」
を
保
持
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
そ
の
保
護

者
の
方
。

■ 

支
援
費
の
支
給

月
額
＝
３
０
０
０
円
／
支
給
日

＝
年
２
回（
９
月
、３
月
）

■ 

申
請
の
手
続
き
方
法

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
新
利
根

庁
舎
は
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
）

に
必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

□ 

提
出
書
類

①
支
給
申
請
書 

②
一
般
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
の
写
し 

③
支
給
口
座
振
替
依
頼
書 

④

通
帳
写
し
（
表
紙
お
よ
び
カ
ナ
表

示
部
分
） 

⑤
印
鑑

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０　

国
民
健
康
保
険
係
（
内
線

４
６
０
５
・
４
６
０
７
）
／
後
期

高
齢
者
医
療
係
（
内
線
４
６
０

６
）

で
き
ま
せ
ん
。

■ 

手
当
の
支
給

月
額
＝
５
０
０
０
円
（
１
人
に

つ
き
）
／
支
給
日
＝
年
２
回（
９

月
、３
月
）

■ 

申
請
の
手
続
き

社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁
舎
）
に

必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

□ 

提
出
書
類

①
認
定
申
請 

②
住
民
票 

③
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳 

④
印
鑑 

⑤
口
座
振
替
依
頼

書
お
よ
び
通
帳
写
し
（
表
紙
お

よ
び
カ
ナ
表
示
部
分
）

■ 

そ
の
他

障
害
児
が
施
設
に
入
所
し
た
と

き
や
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た

と
き
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
０
７
）

■ 

現
在
受
給
し
て
い
る
方

提
出
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
の

有
効
期
限
が
切
れ
る
方
は
、
更

新
後
の
受
給
者
証
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。※
詳
し
く
は
、
９

月
中
旬
頃
に
通
知
し
ま
す
。

■ 

そ
の
他

受
給
者
が
住
所
を
変
更
し
た
と

き
、
病
気
が
な
お
っ
た
と
き
、

そ
の
他
手
当
の
受
給
理
由
が
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
必
ず
届
出

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課 

障
害

福
祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
３
２
０
７
）

笹本石材（株）創業　　 周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます 国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

東店
水郷大橋

お見積もり・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

建墓・氏神様・石商品・庭物・門塀

区分 改正前 改正後 引上げ額
医療保険分 50万円 51万円 1万円
後期高齢者支援金分 13万円 14万円 1万円
介護保険分 10万円 12万円 2万円
国保税限度額（年税額） 73万円 77万円 4万円

※介護保険分は、40歳以上65歳未満の方に賦課されます。

排
水
設
備
主
任
技
術
者

　

資
格
認
定
試
験

日
本
下
水
道
協
会
に
よ
る
排

水
設
備
主
任
技
術
者
資
格
認

定
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
資
格
は
稲
敷
市
排
水

設
備
指
定
工
事
店
に
必
要
な

資
格
で
す
。

▽
日
時
：
10
月
13
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
〜　
（
受

付
：
午
後
12
時
30
分
〜
）　

▽

会
場
：
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑

波（
土
浦
市
城
北
町
２
︲
２
４
）

▽
受
験
料
：
２
０
０
０
円　

▽
申
込
方
法
：
８
月
10
日

（
水
）ま
で
に
下
水
道
課
へ
申

し
込
む

■ 

受
験
者
講
習
会

受
講
ご
希
望
の
方
は
、
あ
わ

せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
９
月
13
日（
火
）

他
２
日　
▽
会
場
：
ホ
テ
ル

マ
ロ
ウ
ド
筑
波　

▽
受
講

料
：
２
０
０
０
円

●
稲
敷
市
下
水
道
課
（
東
庁

舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７
８

︲
３
３
９
３
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児
童
扶
養
手
当

　

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い

児
童
を
監
護
し
て
い
る
方
（
受

給
資
格
者
）、
ま
た
は
養
育
し
て

い
る
方
に
対
し
、
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

※
資
格
が
あ
っ
て
も
請
求
し
な

い
限
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■ 

支
給
手
続

児
童
福
祉
課
へ
認
定
請
求
書
を

提
出
。

▽
添
付
書
類
：
戸
籍
謄
本
な
ど

※
添
付
書
類
は
手
当
を
受
け
る

方
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■ 

支
給
対
象
者

児
童
（
18
歳
（
年
度
中
）、
ま
た
は

20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る
程
度

の
障
害
を
持
つ
人
）
を
監
護
す
る

父
ま
た
は
母
、ま
た
は
養
育
者
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的

年
金
受
給
者
を
除
く
。所
得
制

限
あ
り
。

■ 

手
当
額

１
人
目
＝ 

９
８
５
０
円
～
４

１
５
５
０
円（
所
得
に
よ
り
）

２
人
目
＝ 

＋
５
０
０
０
円

３
人
目
以
降
＝ 

＋
３
０
０
０

円（
一
人
に
つ
き
）

■ 

支
払
期
日

毎
年
３
回（
４
月
、８
月
、１
２
月
）

■ 

現
況
届

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
現
況
届
を
送

付
し
ま
す
。児
童
福
祉
課
が
指

定
す
る
日
ま
で
に
、
児
童
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。支

給
要
件
事
由
に
よ
り
個
別
に
必

要
な
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　
提
出
が
な
い
と
８
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。ま
た
、
２

年
間
提
出
が
な
い
と
資
格
を
失

い
ま
す
。

■ 

そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
、
支
給
対
象
の
児
童
が
該
当

し
な
く
な
っ
た
場
合
、
住
所
が

変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
変
更

な
ど
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７

稲
敷
広
域
消
防
本
部

　

消
防
吏
員
募
集

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

曽
根
地
区

詳
細
は
稲
敷
広
域
消
防
本
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
採
用
予
定
人
数
：
９
人
以
内

▽
申
込
期
間
：
８
月
１
日（
月
）

〜
25
日（
木
）　
月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

▽
申
込
場
所
：
稲
敷
広
域
消
防

総
務
省
統
計
局
で
は
、
８
月
〜

12
月
に
曽
根
地
区
の
一
部
で

「
労
働
力
調
査
」を
行
い
ま
す
。

本
部
総
務
課　
▽
試
験
日
：
９

月
18
日（
日
）　
▽
試
験
会
場
：

龍
ケ
崎
消
防
署　

▽
採
用
時

期
：
平
成
24
年
４
月
１
日（
日
）

●
稲
敷
広
域
消
防
本
部
総
務
課

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
７
４

３
　
こ
の
調
査
は
、
就
業
状
況
を

調
べ
経
済
対
策
や
失
業
対
策
な

ど
に
活
か
す
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
８
月　
▽
調

査
地
域
：
曽
根
地
区
の
一
部

●
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働

担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

２
６
４
９

老
齢
基
礎
年
金

　

老
後
に
備
え
ま
す

■ 

平
成
23
年
度
年
金
額

７
８
８
９
０
０
円（
満
額
）。

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
（
４
８
０
月
）
の
全
期

間
保
険
料
を
納
め
た
方
は
、
65

歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

が
受
け
と
れ
ま
す
。

　
ま
た
、会
社
員
や
公
務
員（
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
）
だ

っ
た
方
に
は
、
老
齢
厚
生
年
金

や
退
職
共
済
年
金
を
上
乗
せ
し

て
お
支
払
し
ま
す
。

■ 

注
意
事
項

保
険
料
を
全
額
免
除
さ
れ
た
期

間
の
年
金
額
は
２
分
の
１
（
平

成
21
年
３
月
分
ま
で
は
３
分
の
１
）

と
な
り
ま
す
が
、
保
険
料
の
未

納
期
間
は
年
金
の
対
象
期
間
に

な
り
ま
せ
ん
。

■ 

支
給
開
始
年
齢
の
変
更

繰
上
げ
支
給

65
歳
前
に
請
求
し
て
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。し
か
し
、
受
け
よ
う
と

す
る
年
齢
に
よ
っ
て
一
定
の
割

合
で
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

繰
下
げ
支
給

66
歳
以
後
70
歳
ま
で
の
間
に
請

求
し
て
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。受
け

よ
う
と
す
る
年
齢
に
よ
っ
て
一

定
の
割
合
で
受
け
取
る
年
金
額

が
増
額
さ
れ
ま
す
。

※
な
お
、
い
っ
た
ん
繰
上
げ
・

繰
下
げ
請
求
を
す
る
と
一
生
同

じ
割
合
で
、
減
額
ま
た
は
増
額

さ
れ
た
率
の
年
金
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
付
加
年
金
も

同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増
額
さ

れ
ま
す
）

●
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
６
９

●
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
３
）

震
災
に
便
乗
す
る
悪
質
商
法

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

瓦
の
補
修
や
屋
根
の
応
急
処
置

（
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
掛
け
）
で
、「
作

業
が
ず
さ
ん
だ
っ
た
、
高
額
だ

っ
た
」
な
ど
の
苦
情
が
県
内
外

で
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

訪
問
販
売
業
者
の
勧
誘
を
受
け

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
契
約
せ
ず

数
社
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
売
り
上
げ
の
１
部
を

募
金
す
る
か
ら
と
売
買
契
約
を

迫
ら
れ
た
り
、
放
射
性
物
質
に

関
連
し
て
、
実
際
に
は
効
果
の

な
い
健
康
食
品
を
売
り
つ
け
ら

れ
る
な
ど
の
被
害
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
義
援
金
に
関
わ
る

詐
欺
も
発
生
し
て
い
ま
す
。電

話
で
の
募
金
要
請
に
は
十
分
注

意
し
、
信
頼
の
お
け
る
と
こ
ろ

に
募
金
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
、
震
災
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
は
当
分
続
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。勧
誘
を
受
け
た
方
、
契

約
を
考
え
て
い
る
方
、
被
害
に

あ
っ
た
方
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

震
災
関
連
の
相
談
先

電
話
で
の
無
料
法
律
相
談

茨
城
県
弁
護
士
会　
☎
０
２
９

︲
２
２
２
︲
７
０
７
２
、
☎
０

２
９
︲
２
２
２
︲
７
０
７
３

▽
相
談
日
時
：
午
後
１
時
～
４

時（
平
日
）

震
災
関
連
悪
質
商
法
１
１

０
番

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
１

２
０
︲
２
１
４
︲
８
８
８

▽
相
談
時
間
：
午
前
10
時
～
午

後
４
時

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時
：
月
、水
、木
、金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

【営業時間】　午前 9 時 30 分～午後 6 時
【定 休 日】　8 月は休まず営業致します。
〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地
TEL.0297-87-7777 

稲 敷 直 売 所
新鮮野菜市場●おすすめ品

●大株の「ラベンダー」が満開です！
　ぜひご覧ください

・江戸崎かぼちゃ、稲敷ブルーベリー、稲敷いちじく、
　浮島とうもろこし
・高知直送の「黄金生姜」「にんにく」「しょうがジャム」
　「しょうがゼリー」
・長野直送の大原信州万宝院「山椒大辛味噌」
　「りんごジュース」「りんごゼリー」
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自
分
の
本
籍
の
確
認
方
法

　

窓
口
Ｑ
＆
Ａ

火
災
報
知
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

■ 

質
問

自
分
の
本
籍
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ど
う
し

た
ら
よ
い
で
す
か
？
電
話
・
窓

口
で
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

■ 

回
答

本
籍
に
つ
い
て
、
た
と
え
本
人

で
あ
っ
て
も
、
電
話
で
も
窓
口

で
も
市
役
所
が
お
教
え
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
本
籍
は
、
ご
自
分
の
住
民
票

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。住
民

票
を
請
求
す
る
際
に
は
、
本
人

の
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

あ
な
た
の
家
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
付
い
て
い
ま
す
か
？

　
６
月
１
日
よ
り
、
全
国
す
べ

て
の
住
宅
に
設
置
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。詳
細

は
、
稲
敷
広
域
消
防
本
部
予
防

許
証
な
ど
官
公
署
の
発
行
す
る
写

真
付
き
の
証
明
で
あ
れ
ば
１
点
、

健
康
保
険
証
な
ど
写
真
の
な
い
も

の
は
２
点
）
を
ご
掲
示
い
た
だ

き
、本
人
確
認
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
自
動
車
運
転
免
許
証

を
お
持
ち
の
方
は
、
免
許
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。（
Ｉ
Ｃ
免
許
証
に
は
、
本
籍

表
示
な
し
）

●
稲
敷
市
市
民
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
４
２
０
０
）
／
各
庁
舎

総
合
窓
口
課

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
稲
敷
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
７
４

４

「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
キ
ッ
ズ
」

　

青
少
年
名
作
映
画
会

青
少
年
育
成
稲
敷
市
民
会
議
で

は
、
青
少
年
名
作
映
画
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
上
映
す
る
作
品
は
「
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
キ
ッ
ズ
」
で
す
。少
年

野
球
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
と
新
入

り
天
才
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
確
執

を
と
お
し
て
、
少
年
た
ち
の
成

長
を
感
動
的
に
つ
づ
る
青
春
ド

ラ
マ
で
す
。

　
す
べ
て
の
世
代
が
感
動
す
る

作
品
で
、
観
た
方
全
員
が
勇
気

を
も
ら
え
る
ス
ト
リ
ー
で
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、 

当
日
、
感
想
文
を
募

集
し
ま
す
。（
希
望
者
の
み
）

▽
日
時
：
８
月
６
日（
土
）　
１

回
目
＝
午
前
10
時
～
、
２
回
目

＝
午
後
１
時
～　
▽
場
所
：
江

戸
崎
公
民
館　
▽
定
員
：
各
６

５
０
人
（
先
着
順
）　

▽
入
場

料
：
無
料

●
青
少
年
育
成
稲
敷
市
民
会
議

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）　

☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
３
７
０
６
）

２
９
︲
８
９
３
︲
０
１
１
０

●
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　
☎

０
１
２
０
︲
３
１
４
０
５
８

元
気
い
ば
ら
き

就
職
面
接
会

若
年
者
や
離
職
者
な
ど
の
求
職

者
を
対
象
と
し
た
「
元
気
い
ば

ら
き
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
：
７
月
22
日
（
金
）　

午

後
12
時
30
分
〜（
面
接
会
対
策
事

前
セ
ミ
ナ
ー
※
事
前
予
約
制
）
／

午
後
１
時
30
分
〜（
面
接
会
※
予

約
不
要
）　

▽
場
所
：
県
土
浦

合
同
庁
舎　
▽
参
加
企
業
：
約

20
社　
▽
面
接
会
対
策
事
前
セ

ミ
ナ
ー
申
込
先
：
株
式
会
社
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ス　
☎
０
２
９
︲

２
１
２
︲
３
３
０
５　
▽
そ
の

他
：
履
歴
書
は
複
数
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
３
６
４

５
総
合
労
働
相
談
所

社
会
保
険
労
務
士
会

セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
、
過
重

労
働
な
ど
職
場
で
の
悩
み
や
不

青
少
年
健
全
育
成

社
会
環
境
の
整
備
を

次
の
世
代
を
担
う
青
少
年
が
夢

と
希
望
を
持
っ
て
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

県
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、県
民・

事
業
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
「
茨
城
県
青
少
年
の
健
全
育

成
等
に
関
す
る
条
例
」

・「
青
少
年
の
深
夜
外
出
の
制

限
」・
・
・
18
歳
未
満
の
青
少
年

を
午
後
11
時
か
ら
午
前
４
時
ま

で
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・「
青
少
年
の
非
行
助
長
行
為

の
禁
止
」・
・
・
飲
酒
や
喫
煙
を

勧
め
た
り
、
家
出
を
誘
う
こ
と

な
ど
を
禁
止
す
る
。

●
県
女
性
青
少
年
課　
☎
０
２

９
︲
３
０
１
︲
２
１
８
３

気
を
つ
け
て
水
の
事
故

稲
敷
警
察
署

左
記
の
行
為
な
ど
は
非
常
に
危

険
で
す
。絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

・
危
険
な
場
所
で
の
水
遊
び

・
飲
酒
し
て
の
水
上
バ
イ
ク
な

ど●
稲
敷
警
察
署　
☎
０
２
９
︲

８
９
３
︲
０
１
１
０

茨
城
県
警
察
官

採
用
試
験

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
：
郵
送
・
持
参
＝

８
月
17
日（
水
）ま
で
※
消
印
有

効　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
８
月

15
日（
月
）午
後
５
時
ま
で
※
受

信
有
効　
▽
第
１
次
試
験
：
９

月
18
日（
日
）

■
警
察
官
Ａ

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
、
も
し
く
は
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
。ま
た
は
、
人
事

委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め

る
人

■
警
察
官
Ｂ

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
警
察
官
Ａ
の
受
験
資

格
に
該
当
し
な
い
人

●
稲
敷
警
察
署
警
務
課　
☎
０

安
を
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
無
料
、事
前
予
約
制
。

▽
日
時
：
毎
月
第
４
火
曜

日　
午
後
１
時
〜
４
時　

※
面
接
方
式　
▽
場
所
：

水
戸
市
民
会
館
２
階　
市

民
相
談
室

●
茨
城
県
社
会
保
険
労
務

士
会　
☎
０
２
９
︲
２
２

６
︲
３
２
９
６

行
政
書
士

無
料
相
談
会

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
７
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時　
▽
会

場
：
江
戸
崎
公
民
館　
▽

相
談
内
容
：
相
続
や
遺
言

に
関
す
る
こ
と
、
法
人
設

立
お
よ
び
営
業
許
可
に
関

す
る
こ
と
、外
国
人
ビ
ザ・

永
住
・
帰
化
に
関
す
る
こ

と
、契
約
書
作
成
な
ど

●
茨
城
県
行
政
書
士
会
県

南
支
部　
☎
０
２
９
９
︲

２
６
︲
２
７
５
６

informationくらしと情報

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

　
聖苑香澄での お料理とお飲み物は
売店で お取扱いしております。

協同組合 聖苑香澄売店

結婚相談  み つ ば 担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集
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む
（
先
着
35
人
）　
▽
セ
ミ
ナ
ー

内
容
：
最
近
の
就
職
活
動
、
県

内
企
業
の
情
報
収
集
方
法
、
企

業
が
合
否
を
決
め
る
基
準　
▽

参
加
費
：
無
料

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雇
用
人
材
協
会

☎
０
２
９
︲
２
２
６
︲
５
０
６

２
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会

月
例
会
開
催

家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
子
ど

も
を
持
つ
父
母
が
集
ま
っ
て
、

毎
月
１
回「
家
族
を
支
え
る
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
支
え
る
会
」
は
家
族
や
親

族
だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で
、

病
気
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の

勉
強
の
ほ
か
、
安
心
し
て
悩
み

を
話
し
合
い
、
多
く
の
参
考
意

見
が
聞
け
る
場
で
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
の
で
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る

方
も
ぜ
ひ
気
軽
に
お
立
ち
よ
り

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
８
月
６
日（
土
）、
９

月
３
日（
土
）　
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　
▽
場
所
：
龍
ケ

崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会　
長
瀬

☎
０
９
０
︲
５
４
２
５
︲

２
２
３
６

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

茨
城
県
委
託
事
業

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
で

は
、
人
工
肛
門
、
人
工
ぼ

う
こ
う
の
方
の
勉
強
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
８
月
７
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３

時　
▽
場
所
：
牛
久
市
中

央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

▽
会
費
：
１
０
０
０
円

（
弁
当
代
ほ
か
）　

▽
講
習

内
容
：
協
会
の
取
り
組
み
、

災
害
へ
の
備
え
、
災
害
時

の
装
具
の
調
達
、
専
用
ト

イ
レ
の
使
い
方
、
入
浴
方

法
と
注
意
点
、
困
り
事
の

相
談
、
個
人
相
談
、
装
具

の
実
物
展
示　
▽
申
込
方

法
：
７
月
31
日（
日
）ま
で

に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込

む●（
公
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
茨
城
県
支
部　
山
之

内　
☎
０
２
９
７
︲
６
２

︲
７
４
６
３

食
中
毒
予
防

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

夏
は
食
中
毒
に
注
意
が
必
要
な

季
節
で
す
。し
か
し
、
簡
単
な

方
法
を
き
ち
ん
と
行
え
ば
細
菌

に
よ
る
食
中
毒
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

1 
食
材
を
買
う
と
き

肉
や
魚
は
分
け
て
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
る
。冷
蔵
や
冷
凍
な
ど

の
温
度
管
理
の
必
要
な
食
品
は

最
後
に
購
入
し
、
購
入
後
は
ま

っ
す
ぐ
帰
る
。

2 

家
庭
で
の
保
存

帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
へ
保

管
す
る
。冷
蔵
庫
は
10
度
以
下
、

冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
度
以
下

を
保
つ
。

3 

下
準
備

調
理
前
は
手
を
洗
う
。生
肉
や

魚
を
切
っ
た
ま
な
板
・
包
丁
は

洗
っ
て
熱
湯
消
毒
す
る
。

4 

調
理

肉
や
魚
は
十
分
に
加
熱
す
る
。

5 

食
事

作
っ
た
料
理
は
長
時
間
室
温
に

放
置
し
な
い
。

6 

残
っ
た
食
品

残
っ
た
食
品
は
速
や
か
に
冷
蔵

庫
、
冷
凍
庫
へ
。温
め
な
お
す

と
き
は
十
分
に
加
熱
す
る
。

●
竜
ケ
崎
保
健
所　
☎
０
２
９

７
︲
６
２
︲
２
１
６
１

保
護
者
セ
ミ
ナ
ー

就
職
情
報

就
職
を
考
え
て
い
る
高
校
生
や

大
学
生
、
既
卒
者
の
保
護
者
を

対
象
に
、
県
内
で
就
職
す
る
た

め
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▽
日
時
：
７
月
23
日（
土
）　
午

後
２
時
〜
４
時　
▽
場
所
：
い

ば
ら
き
就
職
・
生
活
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
三
の
丸
１
︲

７
︲
４
１
）　
▽
対
象
者
：
高
校

生
、
大
学
生
、
既
卒
者
の
保
護

者（
お
子
さ
ん
と
の
参
加
も
可
能
）

▽
申
込
方
法
：
電
話
で
申
し
込

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
５
月
）

10
日
：
災
害
対
策
本
部（
桜
川

庁
舎
）
／
市
長
会
（
市
町
村
会

館
）

11
日
：
葛
飾
区
長
区
政
報
告

会（
葛
飾
区
）

12
日
：
稲
敷
地
区
更
生
保
護

女
性
の
会
総
会
（
江
戸
崎
公
民

館
）

13
日
：
災
害
現
場
視
察

14
日
：
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

総
会（
江
戸
崎
公
民
館
）

16
日
：
公
共
交
通
会
議（
江
戸

崎
庁
舎
）

17
日
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
総
会
、
講
演
会（
江
戸

崎
公
民
館
）

18
日
：
小
学
校
陸
上
競
技
会

（
龍
ケ
崎
市
）
／
江
戸
崎
衛
生

土
木
組
合
管
理
者
会
議（
組
合

事
務
所
）

19
日
：
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
収
集
対
策
協
議
会
総
会

（
東
庁
舎
）
／
区
長
会
連
合
会

総
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

20
日
：
議
会
全
員
協
議
会（
東

庁
舎
）
／
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

23
日
：
稲
敷
広
域
臨
時
議
会

（
龍
ケ
崎
消
防
署
）
／
農
業
公

社
理
事
会（
東
庁
舎
）

24
日
：
災
害
対
策
本
部（
桜
川

庁
舎
）
／
遺
族
会
役
員
総
会

（
新
利
根
庁
舎
）
／
市
長
村
長
・

市
町
村
議
会
議
長
会
議
（
県

庁
）

26
日
：
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
、
協
同
募
金
会
稲
敷
市

支
会
委
員
会
（
社
会
福
祉
協
議

会
）
／
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組

合
臨
時
議
会（
組
合
事
務
所
）

27
日
：
圏
央
道
沿
線
産
業
・

交
流
活
性
化
協
議
会
総
会（
つ

く
ば
市
）

28
日
：
統
計
調
査
員
協
議
会

総
会
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）

30
日
：
観
光
協
会
理
事
会
、

観
光
協
会
総
会
（
東
庁
舎
）
／

姉
妹
都
市
交
流
委
員
会
総
会

（
江
戸
崎
庁
舎
）

31
日
：
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）
／
議
会
運
営
委
員
会

（
東
庁
舎
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。
結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後3
時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

informationくらしと情報

就職関係情報

労務関係無料相談会

出張就職無料相談会
▽日時：7月20日（水）、8月17日（水）　※毎月第3水曜日　

午前10時～午後3時　▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）

●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410
就活スキル向上セミナー（無料）

▽日時：8月10日（水）午後1時〜4時50分　▽場所：あずま
生涯学習センター　▽内容：就職とは何か、自己分析、職業理
解、求職活動の心構え
●セキショウ キャリア プラスtel.029-860-5080

稲敷の企業を元気にするための助成金、労使関係トラブル防止
のための就業規則・賃金・労災・雇用・年金などに関する無料
相談を社会保険労務士がお受けします。予約制（前日まで予約可）

▽日程：7月26日（火）午前9時30分～正午　江戸崎公民館
▽日程：8月23日（火）午前9時30分～正午　あずま生涯学習
センター　▽対象者：市内企業者および勤務する者
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5207）

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：1万円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2402）

英語を習ってみませんか  
　　　　　　ENGLISH IS THE FUTUREＩ♥ ENGLISH

・すぐにできる会話
・受験・留学・海外旅行
 転職・第2の人生の準備
・情報収得（英語のネット・新聞）
・学校教員のスキルアップ講習

・学生からシニアまで
 障害のある方、赤ちゃん連れのお母様も
 大歓迎（ご自宅でも可能）
・国際交流のリラックスタイム（日本語O.K）
・その他、翻・通訳も承ります。

江戸崎外国語センター（ドリス）　tel.029-892-3526　http://dn-en.jp

昼間のフリーチケット＝￥20,000から（10回×60分）
体験学習からお気軽にどうぞ。詳細はお問い合わせください。
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7月17日（日）	 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
7月18日（月）	 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
7月24日（日）	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
	 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
7月31日（日）	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
	 江戸崎ひかりクリニック（根宿）tel.029-834-5777
8月7日（日）	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
	 いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
8月14日（日）	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火、土曜　午後1時30分～
ゆきちゃんの音楽会	 8月5日（水）午後2時〜3時
太極拳教室	 8月10日（水）午後1時30分～
料理教室	 8月22日（月）午前10時～
茶道教室	 8月25日（木）午前9時〜
手話愛好会	 休み
生花教室	 休み
絵手紙教室	 休み
梅さんの落語会	 休み
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

7月21日（木）	 江戸崎公民館	 弁
7月28日（木）	 ふれあいセンター
8月4日（木）	 桜川庁舎	 弁
8月11日（木）	 江戸崎公民館
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。弁＝弁護士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。
▽日時：7月27日（水）午前10時〜午後4時　▽場所：各公民
館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）
総人口：46,357（-61）

世帯数：14,766（5）

※6月1日現在。かっこ
内は前月比

7月の納税
▽納期限：8月1日（月）

・固定資産税：2期
・後期高齢者医療保険料：1
期

8月16日（火）　江戸崎庁舎／ 8月17日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝8月8日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各会
場6人
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報

生活相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。予約制。
▽日時：毎週火、水、木曜日（第2水曜、第3・4火曜日を除く）　

午後1時〜5時　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：7月27日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：7月27日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3200）

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444
Twitter での情報発信
アカウント　@inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city
blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

情報配信



で・き・ご・と
5-6月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2610）
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よ
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ゴ
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ー
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し
ま
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地
か
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ま
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お
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さ
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に

稲
敷
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産
の
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あ
げ
餅
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ど
を
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し
、
稲
敷
市
の
観
光
ガ
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も
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国
に
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ま
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井
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崎
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６
月
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、
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、
江
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崎
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合
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公
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年
恒
例
の
合
宿
を
行
い
ま
し
た
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年
の
合
宿

は
、
自
衛
隊
の
協
力
の
も
と
、
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ト
を
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用
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の
開
催
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保
護
者
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含
め
、
総
勢
約
50
人
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加
し
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共
同
生
活
や
チ
ー
ム
ワ
ー
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を
学
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ま
し
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と
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ざ
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し
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社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

広報稲敷 平成23年7月号　2425　広報稲敷 平成23年7月号

ハートピアいなしきで行っている古紙
回収事業も4年目に入りました。民間
企業、老人ホーム、学校、官公庁、たく
さんの地域住民の皆さんのご理解、ご
協力のおかげで多くの古紙（新聞・本・

ダンボール）が集まりました。ご協力あ
りがとうございました。

市民の皆様方からの善意（金銭・物品な

どの芳志）を福祉に結ぶ「善意のかけ橋」
となって事業を展開しています。使用
済み切手は、茨城県社会福祉協議会で
取りまとめ、県内のボランティア活動
団体に助成されます。（敬称略・順不同、

4月1日～ 5月31日）

坪井和夫＝2,200円／稲敷盆栽会＝

「認知症」は誰にでも起こりうる脳の
病気です。認知症になっても、周囲の
理解と気遣いがあれば、穏やかに暮ら

【平成22年度実績報告】
実施回数＝46回
利用者延人数＝235人
数量＝99,850kg
収益＝1,191,920円
●ハートピアいなしき　tel.0299-79
-3737

19,220 円 ／ 謡 曲 ボ ラ ン テ ィ ア ＝
40,000円／江表朝一＝シルバーカー
／稲敷市水道局・稲敷市総務課・秘書
広聴課・社会福祉課・総務課＝使用済
み切手

【稲敷復興支援の寄付】
村松清美税理士事務所＝20,000円／
東伸工業株式会社＝120,117円

していくことができます。
　道端で困っているお年寄りを見かけ
たら、皆さんはどんな態度で接します
か？「助けてあげたいけど、どんなふ
うに声をかけたらいいのだろう？」、

「自分にできることってなんだろう？」。
　認知症サポーター養成講座では、先
生のお話しだけでなく、ビデオやボラ
ンティアの手影絵などを観ながら、い
ま自分にできることを学びます。養成

　　　古紙回収事業

　　　善意銀行運営事業

　　　小学生向け「認知症サポーター養成講座」受講者募集
講座を受講した方には、サポーターと
しての証し『オレンジリング』が贈ら
れます。
▽日時：7月30日（土）　午後1時30
分～ 3時　▽会場：江戸崎福祉センタ
ー　▽対象：小学3年生～ 6年生　▽
定員：30人　▽受付期間：7月22日

（金）まで
●稲敷市地域包括支援センター
tel.029-834-5353

稲敷バラエティー

都 市 対 抗
　　北 関 東 大 会 出 場 決 定 ！

中尾さん（花指）と愛犬ほのか（メス／ 7歳）

○出会いについて
7年前、おばあちゃんの車にほのかが付いてきて離れなかったんです。
迷い犬として警察に届けたのですが、6か月間飼い主が現れなかった
ので、我が家の一員となりました。
○マナーで気をつけていること
散歩に出かける時は必ずリードをつけています。そして、フン用の袋
を持ち歩き、必ずフンは持ち帰っています。
○ほのかちゃんのエピソード
・配達の人と近所の人では吠え方が違います。ちゃんと番犬の役割を
果たしてくれているんですよ。
・私が縄跳びをすると、真似しているのか、一緒になって自分のしっぽ
を追いかけてぐるぐるまわります。
●掲載希望の方は生活環境課まで

■ 犬を放し飼いにしない！
■ 鳴き声・悪臭にご用心！

■ 捨て犬・捨て猫は、やめましょう！
■ 排泄のしつけをしましょう！

1 2 3 4 5 6 7 8 9
全東海野球団 0 0 0 0 0 0 0 - - 0
ゴールデンゴールズ 3 0 0 5 8 2 × - - 18

1 2 3 4 5 6 7 8 9
全神栖硬式野球クラブ 1 0 0 0 0 0 0 1 2 4
ゴールデンゴールズ 0 0 0 2 0 0 2 2 × 6

茨城県予選初戦　5月21日 茨城県予選代表決定戦　5月22日

応援ツアー
〜全日本クラブ野球選手権北関東大会〜
応援ツアーを計画しています。詳細は抽
選会終了後になりますので、希望される
方は事務局までご連絡ください。
▽日時：7月30日（土）、31日（日）

▽場所：足利市民球場
●後援会事務局（生涯学習課内）tel.0297-
87-3439

△お揃いのピンクのエプロンを身につ
けて頑張っています



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園隣）tel.090-3232-2680

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

あそびの広場日程
7月
19日（火）	 水遊び用おもちゃ作り（どなたでも）

21日（木）	 給食体験（離乳食完了児5組）

27日（水）	 赤ちゃん集まれ（首座り〜１歳頃）

28日（木）	 水遊び用おもちゃ作り（どなたでも）

8月
3日（水）	 冷たいおやつ作り（1歳半〜12組）

4日( 木)	 シャボン玉遊び（どなたでも）

9日（火）	 作って遊ぼう（魚つり）（どなたでも）

11日（木）	 洗濯遊び( どなたでも)

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30時分（製作・講座）

7月
20日（水）	 図書館探険（どなたでも）

22日（金）	 給食体験（離乳食完了児5組）　
26日（火）	 エアロビでリフレッシュ！（どなたでも）

29日（金）	 赤ちゃん集まれ！！（首座り〜1歳頃）

8月
2日（火）	 ソフトダンスでリフレッシュ！（どなたでも）

5日（金）	 冷たいおやつ作り（1歳半〜12組）

10日（水）	 赤ちゃん集まれ（首座り〜1歳頃）
12日（金）	 色水遊び（どなたでも）

あいアイ　　
▽時間：午前10時30分〜11時30分　▽対象：０歳〜就園
前までの子どもと保護者　▽予約制（すくすくｄａｙは不要、午前

10時〜）　　※下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時

〜午後4時）は予約なしで自由に遊べます。
7月　（7月11日、午前は休館となります）

14日（木）	 おもちゃを作ろう／桜川公民館
19日（火）	 おもちゃを作ろう／あいアイ
21日（木）	 ベビーマッサージ（赤ちゃん）／あいアイ
22日（金）	 すくすくday ／江戸崎保健センター
26日（火）	 誕生会（7月生まれ） ／あいアイ
27日（水）	 すくすくday ／東保健センター
８月
2日（火）	 すくすくday ／桜川公民館
3日（水）	 すくすくday ／東保健センター
4日（木）	 子どもの救命法／あいアイ
9日（火）	 お祭りごっこをしよう／あいアイ
11日（木）	 お祭りごっこをしよう／桜川公民館
12日（金）	 ママとあそぼう（ハイハイ〜よちよち）／あいアイ
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30時分（製作・講座）

設定日以外も毎日開設しています。（午前9時〜午後4時）

行事予定（7月15日〜8月15日）
1歳6か月児健診
▽東保健センター：7月22日（金）午後
1時00分〜　対象＝平成21年12月
11日〜12月29日生まれ
2歳児歯科健診
▽江戸崎保健センター：7月20日（水）

午後1時00分〜　対象＝平成21年6
月5日〜6月16日生まれ
▽江戸崎保健センター（桜川保健センタ

ーより変更）：8月9日（火）午後1時00
分〜　対象＝平成21年6月17日〜7
月12日生まれ
3歳児健診
▽江戸崎保健センター（桜川保健センタ

ーより変更）：7月21日（木）午後1時〜
　対象＝平成20年6月4日〜6月29
日生まれ　

詳しくは、3月に配布しましたすくす
くカレンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：8月10日（水）

■ポリオ
▽ふれあいセンター：7月28日（木）

▽江戸崎保健センター：8月1日（月）

■麻しん風しん混合（MR）

▽東保健センター：7月27日（水）

■日本脳炎
▽江戸崎保健センター：7月25日（月）

8月8日（月）

3か月児健診
▽ふれあいセンター：7月29日（金）午
前9時45分〜

子育てひろば
▽ふれあいセンター：8月1日（月）、8
日（月）　対象＝平成23年1月～ 2月生
まれ　内容＝赤ちゃんとのふれあい遊
び、生活リズム、事故防止について、離
乳食について（調理実習）

離乳食相談（予約制）

▽ふれあいセンター：8月4日（木）午
前10時〜　　
内容＝身体計測・栄養相談・育児相談
※実施日以外にも、ご連絡をいただけ
れば、お近くの保健センターにて相談
できますのでご利用ください。

つばさ・ひまわり
〜冷たいおやつ作り〜
お家でも簡単に出来るひんやり冷たく
て美味しいおやつをみんなで作ってお
友達と一緒に食べませんか？ご予約お
待ちしております！！
▽日時: つばさ/8月3日（水）午前10
時〜　ひまわり/8月5日（金）午前10
時〜　
▽人数: 各センター 12組（要予約）　
▽対象:1歳半以上から就学前のお子
さんと保護者　▽材料費:200円

        日本脳炎予防接種
対象の予防接種はお済ですか？

これらの予防接種は、予診票を3月末に対象の方に送付し
ました。進学先、就職先などで接種状況を確認することが
あります。お済みでない方は、夏休み中の接種をお願いい
たします。

対象者 予防接種名
平成17年４月2日生から
 平成18年4月1日生まで 麻疹・風疹混合ワクチン（２期）

平成11年4月2日生から
 平成12年4月1日生まで

二種混合（破傷風・ジフテリア）
ワクチン

平成10年4月2日生から
 平成11年4月1日生まで

麻疹・風疹混合ワクチン（３期）
※市内中学校通学の方は集団接種
を行いました。

平成5年4月2日生から
 平成6年4月1日生まで 麻疹・風疹混合ワクチン（４期）

             子宮がん・乳がん検診
受診希望の方は、健康増進課（ふれあいセンター）まで電話ま
たは来所にてお申し込みください。内容については、平成
23年度稲敷市保健行事予定表をご覧ください。
■江戸崎保健センター
▽検診日：8月24日（水）、25日（木）、26日（金）、27日（土）

9月30日（金）、10月1日（土）　▽申込受付：7月27日( 水) 、

7月28日（木）午前8時30分〜午後5時15分
■東保健センター
▽検診日：9月11日（日）、12日（月）、13日（火）、14日（水）、

28日（水）　▽申込受付：8月2日（火）、8月3日（水）午前8
時30分〜午後5時15分

●稲敷市健康増進課tel0297-87-6111

▲6月11日あいアイでは
“親子ふれあいデー”を開催

▲つばさでの給食体験
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子育て講座開催〜子どもの救命法〜
子どもの突然の病気や事故はあわてて
しまいます。いざという時のために、ぜ
ひ救急救命法を学び、大切な子どもの
命を守る方法を覚えておきましょう！
▽日時：8月4日（木）午前10時30分〜
　　　 11時30分
▽場所：子育て支援センターあいアイ
▽対象: ０歳児と保護者
▽人数：20組
▽申込：8月1日（月）までにあいアイへ

あいアイ



生涯学習
	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

硬式テニス教室（初心者）参加者募集！

スポーツの秋！屋外で思いっきり体を
動かしてみませんか？今回は初心者の
方を対象に、「硬式テニス教室」の参加
者を募集いたします。
　テニススクール専属コーチの指導
で、初歩から指導が受けられます。こ
の機会に是非、参加してみませんか？
▽日時：9月15日（木）、18日（日）、

22日（木）、25日（日）、29日（木）、10
月2日（日）、6日（木）、13日（木）／予
備日10月20日（木）、23日（日）（全８回、

予備日２回）　午前10時〜11時30分
▽定員:15名

▽対象：市内在住一般の方
▽場所：江戸崎総合運動公園テニス
コート
▽参加費：2,000円（初日に徴収）

▽受付期間：7月25日（月) 〜8月12
（金）

▽申込方法：生涯学習課へ電話（土、日、

祭日は除く午前9時〜午後5時）かＦＡＸ
（住所、氏名、年齢、連絡先を明記）で申し
込む
▽その他: 定員を超えた場合には抽選
となります。結果は後日全員に通知し
ます。運動のできる服装・運動靴・テ

平成23年 春季テニス大会結果

５月15日大会当日は、五月晴れで絶
好のテニス日和の大会となりました。
　男子15ペア、女子16ペアが集い、
予選４ブロックによるリーグ戦を、本
戦は上位決勝トーナメントと下位トー
ナメントが行われ、それぞれ優勝を目
指して熱戦が繰り広げられました。
　特に男子の決勝戦と３位決定戦は、
タイブレークセットの手に汗を握る好
試合でした。

図書カレンダー　7〜8月

ニスラケット・汗拭き・飲み物は各自
で用意してください
●稲敷市生涯学習課　tel.0297-87-
3439 ／ fax.0297-87-5306

男子ダブルス
優勝／川上・橋本（守谷TC・守谷TC ）

準優勝／金永・小川（すだちTC・NJTC）

３位／高田・忠鉢（m&m・m&m）

女子ダブルス
優勝／鈴木・黒田（LTB・LTB）

準優勝／祢津・前田（フジクラブ・フリー）

3位／大嶺・櫻田（T-CUBIC・T-CUBIC）

▲めざせ！華麗なフォーム

 
夏休み子ども読書スタンプラリー
夏休み期間中、図書館・公民館図書室
では、子どもたちがたくさんの本と出
会えるよう、スタンプラリーを開催し
ます。どうぞご参加ください。
▽日時：7月16日（土）〜8月30日（火）

▽参加資格：図書館利用カードをお持
ちの中学生まで　▽参加方法：各カウ
ンターで申し込む　▽場所：図書館・
各公民館図書室

映画会
■子ども向け
▽申込：当日図書館カウンター　
▽定員：70 人　▽時間：午後２時〜
●アニメ「がんばれスイミー」
▽日時：7 月 23 日（土）、24 日（日）（上

映時間 26 分）

●アニメ「おまえうまそうだな」
▽日時：7 月 30 日（土）、31 日（日）（上

映時間 89 分）

新着図書
「マアジナル」田口ランディ、「陰陽師
（おんみょうじ）醍醐ノ巻」夢枕獏、「無
花果の森」小池真理子、「遊星ハグル
マ装置」朱川湊人「オーダーメイド殺
人クラブ」辻村深月、「トーキョー・
ストレンジャー」姜尚中、「ブック・ジャ
ングル」石持浅海、「ミドリさんとカ
ラクリ屋敷」鈴木遥、「引〔ジン〕（エ

ンジン）」矢作俊彦、「ＢＯＳＳ １ｓｔ 
ＳＥＡＳＯＮ」林宏司、「怪物」福田
和代、「蛙鳴」莫言、「逆事」河野多惠子、

「月の上の観覧車」荻原浩、「月は怒ら
ない」垣根涼介、「実りの庭」光野桃、

「春を背負って」笹本稜平、「道鏡」三
田誠広、「日本経済復活まで」竹森俊平、

「別れの時まで」蓮見圭一、ほか

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
7月　　　　　　　　　15	 16
	 17	 18	 19	 20	 21	 22	 23
	 24	 25	 26	 27	 28	 29	 30
	 31
8月		 １	 ２	 ３	 ４	 ５	 ６
	 ７	 ８	 ９	 10	 11	 12	 13
	 14	 15	 16	 17	 18	 19	 20

江戸崎図書室
毎週月曜日
7月19日（火）、26日（火）

新利根・桜川図書室
毎週月曜日、7月19日（火）

■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　

  図書館図書室共通

  市立図書館

●アニメ「きもだめしのばん」
▽日時：8 月 6 日（土）、7 日（日）（上

映時間 15 分）

●アニメ「百目のあずきとぎ」
▽日時：8 月 20 日（土）、21 日（日）（上

映時間 15 分）

■大人向け
●「みすゞ」　
夭折した童謡詩人、金子みすゞの生涯
を描く日本映画（出演：田中美里）

▽日時：8 月 13 日（土）、14 日（日）

（上映時間 105 分）

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：7 月 31 日（日）　午前 10 時
30 分〜 11 時

各種教室
詳細は図書館までお問い合わせくださ
い。
●裂き織り体験
▽日時：7 月 31 日（日）午前 10 時
〜　▽対象：小学 3 年生以上（できれ

ば親子で参加）　▽会場：資料館１階ロ
ビー
●エコバックを作ろう
▽日時：8 月 6 日（土）午前 10 時〜
　▽対象：小学生　▽定員：20 人

新着図書（左から）
「ヘッドライン」今野敏、「しょうがない
人」平安寿子、「天頂より少し下がって」
川上弘美、「絆回廊　新宿鮫X」大沢在昌
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祝
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市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
湯
原
希
美
枝

根
本
の
各
地
区
に
共
通
す
る
、

昔
か
ら
唄
い
継
が
れ
て
い
る
祝

い
唄
が
あ
り
ま
す
。

　

一
、花は
な

見み

入い

れ
の
唄

　
　
　
　
　
（
新
築
祝
い
唄
）

　

こ
れ
は
地
区
の
子
守
講
（
一

般
的
に
は
結
婚
さ
れ
て
四
十
歳
く

ら
い
ま
で
の
女
の
人
が
入
っ
て
い

る
）
の
人
達
に
、
新
築
し
た
家

か
ら
依
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さ
れ
て
、
桃
の
節
句

の
三
月
三
日
に
「
花
見
入
れ
」

と
称
し
た
行
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
家
で
は
親
類
の
方
々
も
招

待
し
て
ご
馳
走
を
用
意
し
、
新

し
い
家
の
中
を
披
露
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
子
守
講
の
人
は
地
区

内
の
各
家
よ
り
お
み
き
代
と
し

て
お
金
を
集
め
、
祝
い
品
の
酒

や
茶
菓
子
を
用
意
し
ま
す
。

　

祝
い
酒
は
一
升
の
酒
瓶
に
杉

の
葉
を
巻
き
つ
け
て
水
引
で
結

び
、
柳
や
な
ぎ

小こ

樽だ
る

と
し
て
茶
菓
子
と

一
緒
に
持
参
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
祝
い
の
挨
拶
を
し

て
、
花
見
入
れ
の
唄
が
始
ま
り

ま
す
。

　
　
　
　
　

＊

（
は
じ
め
の
唄
）

　

柳
小
樽
を
手
に
提さ

げ
て

　

旦
那
様
へ
と
御
見
舞
い
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当
家
の
受
け
唄
）

　

心
そ
ろ
え
て
皆
様
よ

　

お
出
で
下
さ
る
有
り
難
や

　

こ
こ
は
山
中
何
も
な
し

　

蕪か
ぶ

の
煮
付
け
に
菜
の
ひ
た
し

（
お
座
敷
の
皆
様
へ
）

　

こ
れ
様
へ
参
り
申
し
て

　

か
く
の
ざ
い
と
な
を
さ
れ
て

　

我
々
が
不ぶ
ち
ょ
う
ほ
う
も
の

調
法
者
よ
と

　

御
免
下く
だ

ん
せ
御
座
の
衆

（
建
物
を
褒
め
る
）

　

あ
ら
屋
敷　

新し
ん
き築
建
て
た
よ

　

さ
て
も
材
木
入
れ
た
や
ら

　

杉
千
本　

松
千
本

　

葦よ
し

が
五
万
五
千
本

（
火
伏
唄
）

　

霜
柱　

氷
の
梁は
り

に
雪
の
桁け
た

　

雨
の
た
れ
こ
に　

つ
ゆ
の
ふ

　

き
草

（
座
敷
を
褒
め
る
）

　

こ
の
家
座
敷　

花
座
敷

　
廻
る
た
び
ご
と
菊
の
さ
か
ず
き

（
お
膳
を
褒
め
る
）

　

さ
て
も
見
事
な
ぜ
ん
ぶ
や
ら

　

箸
は
白
箸　

取
り
魚

（
立
茶
の
後
に
）

　

納
め
さ
か
ず
き　

中
見
れ
ば

　

中
に
ゃ　

鶴
亀
舞
い
納
め

　
　
　
　
　

＊

　　

こ
の
唄
は
、
代
々
伝
承
さ
れ

た
も
の
で
地
区
ご
と
に
節
回
し

や
歌
詞
な
ど
に
多
少
違
い
が
あ

る
よ
う
で
す
。今
は
こ
の
唄
を

唄
え
る
人
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

花
見
入
れ
も
昭
和
五
十
年
代

頃
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う

で
す
。

　

二
、産う
ぶ
た
て立
祝
い
唄

　

昔
の
お
嫁
さ
ん
は
実
家
で
お

産
を
し
た
も
の
で
す
。出
産
後
、

う
ぶ
や
き
（
産
屋
明
け
）
を
む
か

え
た
の
ち
に
、
子
供
を
連
れ
て

婚
家
に
戻
っ
て
き
ま
す
。そ
の

と
き
に
婚
家
で
は「
産
立
祝
い
」

の
席
を
設
け
て
待
ち
受
け
ま
す
。

実
家
よ
り
婚
家
へ
大
切
な
子
供

を
渡
す
唄
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊

　

橋
を
か
け
た
よ　

新
橋
を

　

渡
り
そ
め
だ
よ　

孫
抱
い
て

　

う
つ
し
ま
す
ぞ
よ　

手
う
つ

　

し
に

　

孫
よ
孫
よ
と
待
ち
受
け
て

　

庭
の
植
木
の
松
と
見
る

　
　
　
　
　

＊

　　

こ
の
唄
は
主
に
下
根
本
地
区

の
祝
い
の
席
で
唄
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

子
供
を
大
切
に
思
う
家
族
の

愛
情
が
つ
た
わ
る
唄
で
す
。

（
こ
の
記
に
際
し
て
、
沼
崎
竹
子
氏

に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

▲産立祝い（昭和38年）

羅
漢
山
に
郭
公
鳴
い
て
春
が
あ
る	

坂
本
美
園（
戸
張
）

柿
若
葉
続
く
余
震
に
今
日
も
暮
れ	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

十
字
架
の
ご
と
連
翹
の
花
は
地
へ	

篠
田
邑
草（
新
山
）

柿
若
葉
予
報
通
り
の
夜
の
雨	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

月
お
ぼ
ろ
影
法
師
に
も
あ
る
齢	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

こ
れ
ほ
ど
に
茂
る
も
浮
巣
か
く
し
と
は	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

湧
き
水
の
音
す
る
木
陰
羊
歯
若
葉	

石
井
忠（
橋
向
）

葺
の
芽
に
よ
せ
て
は
か
え
す
波
の
あ
り	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

手
ま
り
花
小
鳥
が
去
っ
て
ゆ
れ
残
り	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

夏
鶯
何
処
に
立
ち
て
も
晴
れ
や
か
に	

岡
村
敏
子（
新
山
）

開
け
は
な
ち
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
若
葉
風	

福
本
き
み
え（
新
山
）

囀
り
の
青
空
高
く
上
り
け
り	

宮
本
芳
子（
切
通
）

タ
ラ
の
芽
の
田
楽
う
ま
し
山
の
幸	

岡
澤
一
歩（
羽
賀
）

燕
の
巣
温
も
り
備
え
ひ
な
育
つ	

笠
間
円（
駒
塚
）

あ
れ
こ
れ
と
談
義
広
が
り
夏
わ
ら
び	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

愚
痴
聞
い
て
呉
れ
る
友
あ
り
夏
に
入
る	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

じ
ゃ
が
芋
の
花
に
大
地
の
強
さ
知
る	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

ど
く
だ
み
や
真
昼
の
闇
に
白
十
字	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

緑
陰
を
見
計
り
な
が
ら
草
を
引
く	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

芍
薬
に
仏
頂
面
で
立
つ
男	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

白し
ら
は
え

南
風
や
孫
は
元
気
な
七
カ
月	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

よ
く
見
え
る
眼
鏡
に
替
え
て
梅
雨
ご
も
り	

埜
口
信
子（
阿
波
）

万
緑
や
小
さ
き
命
の
丸
々
と	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

や
せ
細
り
さ
ま
よ
い
歩
く
家
畜
ら
に
何
時
ま
で
続
く
原
発
地
獄	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

こ
の
く
ら
い
耕
せ
ば
よ
か
ろ
と
鍬
立
て
て
杖
と
し
縋
り
腰
叩
き
い
る	

及
川
良
三（
佐
倉
）

柿
若
葉
ま
ぶ
し
く
照
ら
う
連
休
を
甲
高
き
曽
孫
ら
の
声
透
り
来	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

ク
レ
ヨ
ン
を
持
ち
て
遊
び
に
来
る
孫
の
瞳
の
中
に
わ
れ
写
り
け
り	
財
部
睦
美（
光
葉
）

津
波
跡
の
泥
掘
り
返
す
老
い
ひ
と
り
思
い
で
と
い
う
宝
求
め
て	
根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

屋
根
瓦
修
復
成
り
し
夕
つ
方
平
然
と
し
て
雨
の
音
聞
く	

根
本
正
直（
門
前
）

初
と
り
の
胡
瓜
曽
孫
の
小
さ
き
手
に
も
ぎ
て
喜
ぶ
雨
あ
が
り
の
朝	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

墓
訪
へ
ば
強
く
生
き
よ
と
草
の
花
か
わ
ら
ぬ
里
に
母
の
お
も
か
げ	

松
本
静
子（
西
町
）

原
発
の
避
難
に
揺
れ
る
村
の
中
餌
を
食
む
牛
の
瞳
の
清
し	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

放
射
能
測
り
な
が
ら
の
外
遊
び
こ
ど
も
の
笑
顔
が
守
れ
る
よ
う
に	

山
本
彰
治（
高
田
）

震
災
の
修
理
に
屋
根
葺
く
職
人
の
大
粒
の
汗
尊
く
見
た
り	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

屋
敷
巡
る
土
塁
の
裾
の
畔あ
ぜ

塗
り
も
齢よ
わ
いわ
す
れ
て
終
わ
れ
ば
清
し	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

放
射
能
案
ず
る
こ
と
な
く
食
べ
た
し
と
西
瓜
を
植
え
る
ト
マ
ト
を
植
え
る	

川
村
と
み（
堀
川
）

母
の
日
に
娘
達
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
首
に
か
ざ
り
て
心
若
や
ぐ	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

思
い
き
り
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
と
春
の
陽
を
男お

の
子
は
空
に
蹴
り
あ
げ
て
い
る	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

の
ち
の
代よ

に
豊
か
な
大
地
残
さ
ん
と
耕
す
田
畑
に
放
射
能
降
る	

岡
野
千
恵
子（
伊
佐
津
）

「
す
れ
違
う
車
怖
か
っ
た
」下
校
せ
る
孫
は
一
気
に
水
を
呑
み
た
り	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

大
地な

い震
に
顰し
か

め
面
の
わ
が
ベ
ッ
ド
揺
る
る
に
任
す
病
む
身
と
な
り
て	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

人
間
は
地
球
の
上
の
借
家
人　

地
主
よ
も
少
し
静
か
に
し
て
よ	

柴
崎
文
子（
町
田
）

誕
生
日
五
月
の
垣
に
山
吹
の
花
あ
ざ
ら
け
き
朝
を
迎
へ
ぬ	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

杖
つ
き
て
脚
を
曳
き
つ
つ
来
し
媼　

若
葉
を
す
ぐ
る
風
に
佇
む	

小
泉
實（
福
田
）

ど
の
顔
も
同
じ
に
見
ゆ
る
鴉
め
が
吾
を
見
下
ろ
し「
阿
呆
」と
鳴
け
り	

板
橋
道
子（
福
田
）

踏
ま
れ
て
も
刈
り
取
ら
れ
て
も
繁
茂
す
る
蕺ど
く
だ
み草
の
性
哀
し
執
念	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

▲花見入れ（昭和57年）

●
歴
史
民
俗
資
料
館　
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モバイル版HP

広報へのご意見を！　
市民のみなさんのご意
見、ご提案を今後の編
集に反映していきたい
と思います。

no.

編集後記　▽紫陽花がきれいに咲き、いよいよ梅雨本番です。梅雨がすぎるといよいよ夏本番。
今回の企業取材で15％節電の努力を垣間見て、自分も、もっとがんばらねばと反省…（i）　▽も
う、夏。江戸崎庁舎にもベランダにはゴーヤが。少しでも暑さを和らげてくれたら…。（栗）▽稲
敷市役所節電実行計画が策定されました。早速、暑さ対策グッズを購入。熱中症に注意しながら
節電に努めたいと思います。（O²）

住所：稲敷市高田3405番地の1
電話番号：029-893-0110

10
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安全・おぶ・稲敷　　稲敷警察署 地域課　

■稲敷警察署地域課とは
地域課は駐在所などと自動車警らを総
括しているところです。警察の仕事は
地域のみなさんの安全を守ることです
が、地域課の仕事は、交通にしろ防犯
にしろ、まず最初の対応をする役割と
してあります。いわば、市内に散らば
った総合窓口のようなものです。
■稲敷市の交通事故
交通事故では、子どもたちより、高齢
者の方の事故が多くなっています。特
に夜の事故が多いようです。夜、外出
するときは、反射材などを身につける
など、十分注意してください。
■車などの盗難注意
意外に人通りの激しい大型店駐車場で

のバイク、自転車の盗難が増えていま
す。それから、自動車の車内には絶対
バックなどは放置しないでください。
シートに敷いてある座布団の下などに
隠してもその膨らみでわかってしまい
ます。貴重品の入った物は必ず身につ
けておくようにしてください。
　また、大型ダンプや重機なども注意
が必要です。鍵を抜いたくらいでは防
犯にはなりません。これらの被害は県
下でも稲敷市は多い方です。
■空き巣および忍び込み被害
住宅の空き巣被害では、日頃留守にし
て、近所付き合いがあまりないような
お宅がターゲットになります。日中そ
のような家の目星をつけておいて、夜

犯行におよぶ場合が多いようです。日
頃から地域全体で犯罪を未然に防ぐ意
味からも、地域のコミュニケーション
は大切にしてください。
■駐在所の統合について
今までと比べ、駐在所が遠くなる方も
いますが、地区内に駐在員がいる時間
が増えることになりますので、より迅
速な初期対応ができるようになりま
す。
　予定としましては、来年1月に阿波
駐在所と古渡駐在所が統合を予定して
います（場所は神宮寺地内）。また、その
後も西代と曲渕の統合などを進めてい
く計画があります。どうぞご理解くだ
さい。

高
田
橋

大
正
橋

稲敷警察署

コンビニコンビニ

GSGS

江戸崎
総合運動公園
江戸崎
総合運動公園


